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　山
梨
県
宝
石
研
磨
工

業
協
同
組
合（
水
村
勝
理

事
長
）は
、７
月
７
日
・
８

日
の
両
日
、甲
府
市
「
甲

府
・
国
中
地
域
地
場
産
業

セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、

第
60
回
ジ
ェ
ム
ス
ト
ー
ン

フ
ェ
ア 

in 

Ｋ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
を

開
催
し
た
。

　こ
の
フ
ェ
ア
は
、ジ
ュ

エ
リ
ー
製
品
の
素
材
と

な
る
宝
石
・
貴
石
等
の
研

磨
石
製
作
者
に
よ
る
展

示
会
で
、ジ
ュ
エ
リ
ー
メ

ー
カ
ー
や
デ
ザ
イ
ナ
ー

を
対
象
に
開
催
さ
れ
て

い
る
。今
回
は
、組
合
員

21
社
、協
賛
企
業
９
社
の

30
社
が
出
展
し
た
。

　ジ
ェ
ム
ス
ト
ー
ン
フ
ェ

ア
は
、組
合
員
の
販
売
促
進
を
目
的
に
、昭
和
55
年
９
月
の
組
合

創
立
と
と
も
に
、第
１
回
研
磨
新
作
見
本
市
を
開
催
し
て
以
来
31

年
間
継
続
し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、ジ
ュ
エ
リ
ー
素
材（
研
磨
石
）

提
供
者
の
見
本
市
と
し
て
定
着
し
、県
内
外
か
ら
多
く
の
業
界
関

係
者
を
集
め
て
い
る
。

　山
梨
の
研
磨
技
術
は
、江

戸
時
代
か
ら
の
水
晶
彫
刻
技

術
が
発
祥
と
さ
れ
、現
在
ま
で

技
術
を
積
み
重
ね
て
成
り
立

っ
て
き
た
。こ
の
宝
石
研
磨
業

界
と
貴
金
属
加
工
業
界
に
宝

飾
品
流
通
業
界
が
一
体
と
な

っ
て
ジ
ュ
エ
リ
ー
産
地
山
梨

が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
は
、景
気

の
影
響
を
最
も
受
け
や
す
い

業
界
の
一
つ
と
言
わ
れ
、景
気

の
低
迷
に
よ
る
売
上
減
少
が

続
く
中
で
、こ
の
共
同
展
示
会

は
組
合
員
へ
の
売
上
貢
献
が

高
く
、今
後
も
開
催
を
継
続

す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

『
組
合
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
う
』

　
　
　
　
　 
　
〜
創
立
40
周
年
を
迎
え
〜

山梨県不動産業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

今
、我
々
に
出
来
る
こ
と
を
…

　
　
〜
被
災
地
へ
送
る
自
転
車
を
整
備
〜

山梨県自転車軽自動車商協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第
60
回
ジ
ェ
ム
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ト
ー
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フ
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山梨県宝石研磨工業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

創立40周年記念式典

創立40周年記念誌

会場風景

オープニングのテープカット

7月12日、整備した自転車は
岩手県陸前高田市に送られた

当組合の組合員にて整備した自転車の積み込み作業

　山
梨
県
自
転
車
軽

自
動
車
商
協
同
組
合

（
飯
榁
栄
理
事
長
）は
、

去
る
７
月
６
日
、山

梨
県
中
北
建
設
事
務

所
の
要
請
に
よ
り
、

東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
へ
届
け
る
た
め

の
自
転
車
の
整
備
を

行
っ
た
。こ
れ
は
、同

事
務
所
が
管
理
す
る

放
置
自
転
車
の
内
、

半
年
間
保
管
し
た
が
、

引
き
取
り
手
の
な
い

再
利
用
可
能
な
自
転

車
を
整
備
し
、東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
岩
手
県
陸
前
高

田
市
へ
提
供
す
る
も
の
。送
ら
れ
た
自
転
車
は
、通
学
し
て
い
た
学

校
が
津
波
被
害
に
遭
い
、別
の
離
れ
た
学
校
に
通
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
地
元
の
中
学
生
に
送
ら
れ
る
。そ
の
再
利
用
可
能

な
放
置
自
転
車
を
整
備
す
る
た
め
、同
事
務
所
か
ら
当
組
合
へ
要

請
が
あ
り
、そ
れ
を
当
組
合
が
引
き
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

　整
備
当
日
、少
し
で
も
被
災
地
復
興
の
力
に
な
ろ
う
と
組
合
員

４
名
が
中
北
建
設
事
務
所
に
集
ま
り
作
業
を
行
っ
た
。参
加
し
た

組
合
員
は
、持
っ
て
い
る
自
転
車
技
術
を
発
揮
し
て
、ベ
ル
ト
や
ブ

レ
ー
キ
ワ
イ
ヤ
ー
、カ
ゴ
や
鍵
、ベ
ル
等
の
部
品
の
取
り
替
え
や
修

理
、安
全
整
備
等
を
行
っ
た
。対
象
の
放
置
自
転
車
は
32
台
あ
っ

た
が
、そ
の
内
、修
理
を
行
い
再
利
用
で
き
る
状
態
へ
戻
せ
た
も
の

が
25
台
。飯
榁
理
事
長
は
、「
今
回
の
震
災
で
、我
々
の
同
業
の
仲

間
達
も
被
害
を
受
け
て
い
る
。災
害
に
遭
っ
た
方
々
の
た
め
に
、今
、

我
々
が
出
来
る
こ
と
を

し
て
い
き
た
い
。今
後
、

こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ

れ
ば
、ま
た
協
力
し
て

い
き
た
い
。」
と
述
べ
、

こ
の
こ
と
が
少
し
で
も

被
災
地
の
方
々
の
た
め

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
た
。整
備
し
た
自
転

車
は
、７
月
12
日
、被

災
地
で
あ
る
岩
手
県

陸
前
高
田
市
に
届
け

ら
れ
た
。

　山
梨
県
不
動
産
業
協
同
組
合（
Ｙ

－

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
）は
、平
成
22
年

に
創
立
40
周
年
を
迎
え
、記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
を
行
っ
た
。

　式
典
で
は
40
年
の
歩
み
等
の
紹
介
、創
立
40
周
年
記
念
誌
の
作

成
、「
香
港
・
マ
カ
オ
」
へ
の
記
念
旅
行
の
内
容
を
写
真
・
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
共
に
振
り
返
っ

た
。記
念
式
典
に
続
い
て
行

わ
れ
た
祝
賀
会
で
は
、組
合

員
の
家
族
、社
員
ら
を
加
え
、

来
賓
と
共
に
、余
興
等
を

楽
し
ん
だ
後
、更
な
る
10

年
・
20
年
の
発
展
を
出
席

者
全
員
で
誓
っ
た
。

　ま
た
、平
成
22
年
11
月
に
は
中
央
会
創
立
55
周
年
式
典
に
お
い

て
、「
全
国
中
央
会
会
長
表
彰
」
も
受
け
て
お
り
こ
の
40
周
年
の

記
念
行
事
に
花
を
添
え
た
。

　今
年
度
は
、役
員
改
選
が
行
わ
れ
保
坂
貞
仁
理
事
長
が
就
任
し
、

新
た
な
組
合
体
制
が
整
っ
た
。保
坂
貞
仁
理
事
長
は
、近
年
の
景

気
低
迷
の
中
、組
合
員
の
豊
か
な
経
験
と
専
門
知
識
、信
頼
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、時
代
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
不
動

産
取
引
市
場
の
活
性
化
、質
の
高
い
住
宅
提
供
に
向
け
活
動
し
、

今
年
度
組
合
事
業
で
取
り
組
ん
で
い
る
甲
府
市
羽
黒
、南
ア
ル
プ

ス
市
寺
部
、笛
吹
市
石
和
町
富
士
見
の
分
譲
地
の
販
売
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
な
が
ら
、組
合
員
の
団
結
し
た
組
織
作
り
を
行
っ
て

い
く
こ
と
も
目
標
と
し
、念
願
で
あ
る
組
合
事
務
所
の
購
入
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
掲
げ
た
。

　そ
の
中
で
、主
な
活
動
と
し
て
は
月
２
〜
３
回
の
理
事
会
及
び

委
員
会
を
行
っ
て
い
る
。委
員
会
で
は
「
財
務
・
総
務
委
員
会（
財

務
、組
合
の
総
務
関
係
）、I
T

委
員
会（
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
活
用
等
）、渉
外
委
員
会

（
土
地
開
発
工
事
全
般
）、販

売
促
進
委
員
会（
現
地
調
査
、

価
格
決
定
、広
告
看
板
の
設

置
）」
な
ど
に
分
か
れ
組
合
発

展
の
た
め
に
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　そ
の
他
、３
月
11
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
へ
の
対

応
と
し
て
義
援
金
の
協
力
を

行
っ
た
が
、今
後
に
つ
い
て
も

出
来
る
限
り
の
協
力
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


